
全体総括

29.85

①経常収支比率
　経常収支比率は前年比１．０７ポイント増加しま
したが,依然として比率は類似団体平均及び全国平
均を大きく上回ることが出来ています。この状況の
維持に努めます。
②累積欠損金比率
　該当数値無し。
③流動比率
　短期債務に対する支払い能力を示していますが、
類似団体平均及び全国平均を大きく上回っており、
現在の経営状況は良いと判断できます。
④企業債残高対給水収益比率
　順調に返済を続けているため、この数値も減少を
続けていますが、今後の老朽施設更新等に伴い増加
する見込みです。
⑤料金回収率
　前年度と比べると４．４２ポイント増加し、類似
団体及び全国平均を上回っております。今後もこの
状況の維持に努めます。
⑥給水原価
　給水に関する製造単価であり、効率的な運営によ
り低い値を維持できています。
⑦施設利用率
　昨年度と比較して施設利用率は上昇しております
が、依然類似団体平均値及び全国平均を下回ってお
り施設規模の再検討が必要となっています。
⑧有収率
　類似団体及び全国平均を大きく上回っておりま
す。今後一層の数値上昇を目指します。

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率
　施設の老朽化は年々進んでおりますが、類似団体
及び全国平均と同程度となっております。
②管路経年化比率
　前年度と比較して数値が上昇していますが、類似
団体及び全国平均よりも良好な状態と判断できま
す。今後も計画的な更新に努めます。
③管路更新率
　老朽化した管路の更新を計画的に進めております
が、今年度においては類似団体より若干低くなりま
した。今後も計画的な更新を進めてまいります。

2. 老朽化の状況

給水区域面積(km
2
) 給水人口密度(人/km

2
) － 類似団体平均値（平均値）

当町の水道事業は、昭和38年の簡易水道開始以来、
水道法の目的を目指し、清浄にして豊富低廉な水の
供給に努めてまいりました。
　現在の当町の水道事業の経営の健全性や効率性は
昨年度に引き続き、順調に推移しています。今後も
この良好な状況を維持向上のため常日頃から経営手
法の研究を重ね、経営の効率性を高めてまいりま
す。
　また、施設の再配置及び再検討をより効率的に進
めており、現在も進行している人口減少などに対応
可能とするため、配水施設などを嵐山町第２次水道
事業基本計画や平成３０年度に策定した経営戦略に
基づき計画的な更新を進めてまいります。
　これらの施策により、当町の水道事業の目標であ
ります、安全・安心・安価で豊富な水を将来に向
かって安定して送り届けることができますよう邁進
してまいります。

587.37 【】 令和3年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 90.09 99.90 1,897 17,533

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人)

17,630 29.92 589.24 ■ 当該団体値（当該値）法適用 水道事業 末端給水事業 A6 非設置

経営比較分析表（令和3年度決算）
埼玉県　嵐山町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 0.10 0.28 0.54 0.52 0.36

平均値 0.54 0.50 0.52 0.53 0.48

95.00

100.00

105.00

110.00

115.00

120.00

125.00

130.00

135.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 120.68 129.55 121.46 119.88 120.95

平均値 110.05 108.87 108.61 108.35 108.84

44.00

45.00

46.00

47.00

48.00

49.00

50.00

51.00

52.00

53.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 47.17 49.17 49.94 51.38 52.45

平均値 48.05 48.87 49.92 50.63 51.29

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 1.65 10.30 10.29 2.86 3.21

平均値 13.39 14.85 16.88 18.28 19.61

①経常収支比率(％)

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 2.64 3.16 3.59 3.98 6.02

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 701.97 878.05 734.57 1,294.60 1,211.58

平均値 359.47 369.69 379.08 367.55 378.56

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 42.95 37.06 31.11 25.44 15.65

平均値 401.79 402.99 398.98 418.68 395.68

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 115.62 124.33 117.75 111.02 115.44

平均値 100.12 98.66 98.64 94.78 97.59

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

180.00

200.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 144.86 134.06 140.31 138.06 142.50

平均値 174.97 178.59 178.92 181.30 181.71

47.00

48.00

49.00

50.00

51.00

52.00

53.00

54.00

55.00

56.00

57.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 52.96 51.81 50.60 51.39 52.29

平均値 55.63 55.03 55.14 55.89 55.72

74.00

76.00

78.00

80.00

82.00

84.00

86.00

88.00

90.00

92.00

94.00

96.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 93.38 93.87 93.22 91.59 91.97

平均値 82.04 81.90 81.39 81.27 81.26

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【111.39】 【1.30】 【261.51】 【265.16】

【90.12】【60.29】【167.74】【102.35】

【50.88】 【22.30】 【0.66】



①有形固定資産減価償却率
　類似団体の平均を下回っている。今後も減価償却
率は上がっていく見込みであるため、施設の長寿命
化や更新時期について検討を行い、有効活用を図る
必要がある。
②管渠老朽化率
　下水道事業開始前より既存開発団地において使用
されていた管渠が法定耐用年数を迎えたことにより
管渠老朽化率が上がっている。
③管渠改善率
　法定耐用年数を迎えた管渠が一部ある、ストック
マネジメント計画を適時見直しつつ計画に基づき改
築・更新等の資産管理を行っていく必要がある。

2. 老朽化の状況

全体総括

　使用料収入で経費を全て回収出来ておらず一般会
計からの繰入に依存している状況である。健全かつ
適正な事業運営が行えるよう不明水対策や未接続世
帯に接続推進を行い、また、資産の更新需要に備
え、ストックマネジメント計画や経営戦略による将
来投資経費を踏まえた料金算定による財源確保に取
り組み、住民生活に必要不可欠なサービスを持続的
に提供していく必要がある。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

- 66.93 68.03 91.08 2,530

処理区域内人口(人) 処理区域面積(km
2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

11,940 3.04 3,927.63 【】 令和3年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率
　今年度の経常収支比率は115.13%と100％を上回ってお
り、また、類似団体の全国平均を若干上回っている。今
後の更新投資等に充てるため引き続き財源確保に努める
必要がある。
②累積欠損金比率
　該当数値なし。
③流動比率
　流動比率が100％を大きく下回り、支払うべき負債に対
して短期的な支払能力が不足している。流動資産に1年間
の下水道使用料を加えると流動負債とほぼ同額となる
が、短期的な支払い能力の観点から見ると一般会計から
の繰入金に依存している。料金改定等、現金の確保に向
けた取組が必要である。
④企業債残高対事業規模比率
　下水道事業開始当初の借入について償還が終了しつつ
あり、類似団体の平均値を下回っているが今後施設の整
備・改築・更新等を進めていくと高くなっていく見込み
である。
⑤経費回収率
　今年度は100％を下回っているため、不明水対策を進め
るとともに汚水処理費の削減に努める必要がある。
⑥汚水処理原価
　類似団体の平均値を下回っているが、汚水処理費の増
加に備えて財源確保に努める必要がある。
⑦施設利用率
　該当数値なし。
⑧水洗化率
　類似団体の平均値を上回っている。但し、行政人口の
減少による影響も排除出来ないため、継続した普及促進
に努める必要がある。

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

17,630 29.92 589.24 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 公共下水道 Cc2 非設置

経営比較分析表（令和3年度決算）
埼玉県　嵐山町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

1.80

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 0.00 0.00

平均値 - - - 1.65 0.14

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 109.75 115.13

平均値 - - - 107.21 107.08

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

16.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 3.64 7.27

平均値 - - - 12.70 14.65

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 0.00 13.14

平均値 - - - 0.00 0.10

①経常収支比率(％)

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

45.00

50.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 0.00 0.00

平均値 - - - 43.71 45.94

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 35.75 45.49

平均値 - - - 40.67 47.70

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 270.80 226.12

平均値 - - - 1,050.51 1,102.01

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 99.55 98.20

平均値 - - - 82.65 82.55

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

180.00

200.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 171.63 175.75

平均値 - - - 186.30 188.38

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - - -

平均値 - - - 50.53 51.42

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 89.82 90.70

平均値 - - - 82.08 81.34

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【107.02】 【3.09】 【71.39】 【669.11】

【95.72】【59.99】【134.98】【99.73】

【38.17】 【6.54】 【0.24】



①有形固定資産減価償却率
　類似団体の平均より低くなっているが今後増えて
いく見込みである。町管理型浄化槽として寄附移管
された合併処理浄化槽については設置年度や設置状
況が様々な場合があるが、適正に維持管理を行った
上で今後老朽化対策や長寿命化を図る必要がある。

2. 老朽化の状況

全体総括

　使用料収入で経費を全て回収出来ておらず一般会
計からの繰入に依存している状況である。施設更新
の優先度の把握や適切な維持管理、将来投資経費を
踏まえた適正な料金算定による財源確保等に取り組
み、住民生活に必要不可欠なサービスを持続的に提
供していく必要がある。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

- 74.18 8.09 100.00 3,080

処理区域内人口(人) 処理区域面積(km
2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

1,420 26.48 53.63 【】 令和3年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率
　今年度100％を下回っている。赤字収支となるため、経
営改善に向けた取り組みが必要になる。
②累積欠損金比率
　今年度0％を上回っている。0％に向かうように収支を
改善し、経営改善に向けた取り組みが必要になる。
③流動比率
　今年度100％を下回っている。流動資産に1年間の使用
料収入を加えると流動負債を上回るが、維持管理費の削
減が難しいため一般会計の繰入金に依存している状況で
ある。経営改善に向けた取り組みが必要である。
④企業債残高対事業規模比率
　類似団体の平均値を下回っているが、今後の更新需要
を考慮し、使用料水準が適正か確認する必要がある。
⑤経費回収率
　今年度100％を下回っており、類似団体の平均と比較し
ても低くなっている。維持管理費を節減に努めた上で、
使用料の適正化を図る必要がある。
⑥汚水処理原価
　類似団体と比較し高くなっている。維持管理費の節減
に努め、使用料の適正化を図る必要がある。
⑦施設利用率
　浄化槽は、原則床面積により人槽が決定されるが、高
齢化や節水器具の普及に伴い施設対応能力に対する処理
水量割合が低いと推測される。
⑧水洗化率
市町村設置型浄化槽の人口が分母となるため100％となっ
ている。

　

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

17,630 29.92 589.24 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 特定地域生活排水処理 K3 非設置

経営比較分析表（令和3年度決算）
埼玉県　嵐山町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - - -

平均値 - - - - -

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 84.34 91.32

平均値 - - - 95.33 92.17

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

16.00

18.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 3.84 7.57

平均値 - - - 15.40 16.28

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - - -

平均値 - - - - -

①経常収支比率(％)

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 56.53 86.76

平均値 - - - 162.82 193.62

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【98.81】 【102.81】 【112.20】 【310.14】

【83.38】【56.80】【286.17】【57.71】

【19.84】 【-】 【-】


